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□風書に関する計画と対策
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1 風 の状況

当計画地にヽいては 東 京では一般内である 北 北西の風が多く吹く地崚であると考えられ4

また 隣地であるlFの燦麟,r谷になつており 風 の通り道になつてい0と考えられ,

風害として,ま 建 物による巻ま込みの風と 建 物,こ当たつたあとの吹ま下ろしの属″:あると考えられる

そこで 少 しても 彗 計画憩協こよう温の影害を少をくするため 以 下のようと計画を立てている

2 風 書 に対する対策

1 北 北西の風への対応  建 物形状を常北に長い形状にし 風 碗 りを妨げといようにする

さらに 建 物JCtuの角の形状を壁状にせす 平 面的を出入りのある形状にすることにより 嵐 をやわら

かく受け止めるようにする

2 吹 き下らしの風への対応  嵐 害の被害は 高 層の建物の塩合 風 が壁にあたり 下 に吹営下うす

嵐によるものも多い そ の打策として 当 nt画では 0階 以上の建物形状と 2階 よりもセットツ`ックさ

せた形代とし 建 物驚西ぬに本一まラを設けるなどして 吹 営下らじめ局"く 直に地面にほかをいよう

な形状で十前している
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